
山岳流域研究院 （令和５年２月２１日更新）

学位

付属情報

大区分 中区分 小区分
必修

選択
授業科目

単

位

開講

種別
DP1 DP2 DP3

分野横断型科目 必修 山岳流域環境学概論Ａ 1 講義 ◎ △ ◎

分野横断型科目 必修 山岳流域環境学概論Ｂ 1 講義 ◎ △ ◎

分野横断型科目 必修 山岳流域フィールド実習Ａ 1 実習 ◎ 〇 ◎

分野横断型科目 必修 山岳流域フィールド実習Ｂ 1 実習 ◎ 〇 〇

分野横断型科目 必修 山岳流域コミュニケーションスキル 1 演習 ◎ ◎ ◎

特別研究科目 必修 山岳流域学特別研究 12 演習 ◎ ◎ ◎

人文・社会・実践系科目群 選択 山岳流域共生学概論 1 講義 〇 〇 〇

人文・社会・実践系科目群 選択 Field Practice in Tenryu Forests: from 1 演習 〇 〇 〇

人文・社会・実践系科目群 選択 流域社会学特論 1 講義 △ △ 〇

人文・社会・実践系科目群 選択 地域産業論 1 講義 △ ○ ○

人文・社会・実践系科目群 選択 山岳流域防災学特論 1 講義 △ △ 〇

人文・社会・実践系科目群 選択 自治体財政論 2 講義 △ △ △

人文・社会・実践系科目群 選択 政府間財政関係演習Ａ 2 演習 △ △ △

人文・社会・実践系科目群 選択 政府間財政関係演習Ｂ 2 演習 △ △ △

人文・社会・実践系科目群 選択 環境政策と法 2 講義 △ △ 〇

1．フィールドスキルと幅広い学識によって山岳流域が有する課題

の本質を捉え，その解決に向けた取組を実践できる能力を有する。

2．国際的な取組や，立場を超えた流域内での社会活動・経済活動

の連携において，リーダーシップを発揮できる人材となるために必

要な高いコミュニケーション能力を有する。

3．山岳域から海までを含めた流域全体を俯瞰し，山岳流域の自然

環境の保全と持続的な社会の創出に貢献できる能力を有する。

■ 令和５年度入学生用 カリキュラム・マップ ■

修士（流域学） ディプロマ・ポリシー（DP)

◎＝DP達成のために特に重要な科目

○＝DP達成のために重要な科目

△＝DP達成のために望ましい科目
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人文・社会・実践系科目群 選択 経済発展論演習Ａ 2 演習 △ △ △

人文・社会・実践系科目群 選択 経済発展論演習Ｂ 2 演習 △ △ △

人文・社会・実践系科目群 選択 マーケティング戦略 2 講義 △ △ △

自然科目系科目群 選択 動物生理学特論 1 講義 △ △ 〇

自然科目系科目群 選択 植物分類学特論 1 講義 △ △ △

自然科目系科目群 選択 Advanced Forest EcologyⅠ 1 講義 △ △ △

自然科目系科目群 選択 Advanced Forest EcologyⅡ 1 講義 △ △ △

自然科目系科目群 選択 Environmental Remote SensingＡ 1 講義 △ △ △

自然科目系科目群 選択 Environmental Remote SensingＢ 1 講義 △ △ △

自然科目系科目群 選択 森林水文学特論Ⅰ 1 講義 △ △ 〇

自然科目系科目群 選択 森林水文学特論Ⅱ 1 講義 △ △ 〇

自然科目系科目群 選択 森林生理生態学特論Ⅰ 1 講義 △ △ △

自然科目系科目群 選択 森林生理生態学特論Ⅱ 1 演習 〇 △ △

自然科目系科目群 選択 森林生態学演習 2 演習 △ △ △

自然科目系科目群 選択 森林生態管理学演習 1 演習 △ △ △

自然科目系科目群 選択 造林学特論Ⅰ 1 講義 △ △ △

自然科目系科目群 選択 造林学特論Ⅱ 1 講義 △ △ △

自然科目系科目群 選択 砂防工学演習 2 演習 〇 △ △
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